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本講演では、まず、iPS細胞を例に取

り上げて、どのようにライフサイエン

スに関する政策が進められたのかに

ついて紹介する。 次に、最先端のラ

イフサイエンス研究と社会との関係を

取り上げ、生命倫理に関する課題に

ついてどのように対応したら良いかに

ついて議論する。 最後に、この2年

に間に実行された医療に関する研究

開発体制について紹介する。

Focusing on iPS Cell, the lecture 
reveals how Life Science policy 
has been developed. Moreover, 
cutting-edge life science and soci-
ety relationship would be dis-
cussed, regarding its role over bio-
ethical issues. And we also witness 
the medical research develop-
ment system sophisticatedly de-
signed and implemented for the 
past 2 years.


